


ロゴ入りカスタムポリメーラー：ブランドの配置・サイズ・色を決めて、すべての荷物をひと目で認識してもらう方法

Details
結論から： ロゴ入りカスタムポリメーラーでは、マークを前面パネルの上半分に置き、配送ラベルを貼るゾーンから離すのが最も効果的です。部屋の反対側からでも読めるサイズにし、不透
明なフィルムに高コントラストのインキで印刷し、どのメーラーサイズでも同じアンカーポイントに繰り返し配置します。

よいロゴでも、メーラーの上では埋もれてしまうのはなぜか
ロゴ入りカスタムポリメーラーのロゴに関する判断の多くは、表示倍率100%のフラットな画面上のモックアップで行われます。しかし実際の荷物が目に触れるのは、モックアップとはま
るで違う三つの場所です。仕分け拠点のコンベア、玄関先に積まれた荷物の山、そして顧客が撮るスマートフォンの写真です。画面上でバランスよく見えるマークも、感熱ラベルの下に隠れ
てしまうことがあります。パステル系のフィルムではくすんだグレーに見えたり、細い線がやわらかいポリエチレンに印刷されるとにじんで潰れたりすることもあります。デジタル印刷のメー
ラーについて、袋に入った小さな円形ロゴがどれもピントが合っていないように仕上がったという購入者レビューもありました。これは印刷事故ではなく、デザインの問題です。

設計を誤ったときのコストは、袋そのものの価格が示す以上に大きくなります。全米小売業協会（NRF）の推計によると、 オンライン販売の19.3%が2025年に返品される見込み
です[1]。多くのアパレルブランドでは、これは荷物が往復し、顧客が同じメーラーを二度手にすることを意味します。同じリリースによると、不満足な体験の後は再購入しにくくなると答え
た買い物客は71%で、従来の67%（2024年）から上昇しています。この調査の対象は、 オンラインで返品した消費者2,006人と、米国の大手小売業者358社[2]でした。ミ
シガン州立大学のサプライチェーン研究者であるSimone Peinkofer氏は、平均的な返品にかかる費用を 商品代金の約60%[3]に相当すると見積もっています。こうした接点
のどれかで人を戸惑わせる梱包は、ただでさえコストの高いプロセスに摩擦を加えます。

対策は、メーラーを平らなロゴのキャンバスではなく、ゾーン、視認距離、サイズ展開を持つ立体物としてデザインすることです。このガイドの以降の部分で、その進め方を順に説明します。
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ロゴ入りカスタムポリメーラーが認識されやすくなる条件とは？
ブランドのメーラーは、おおよそ次の順に並ぶ三つの手がかりで認識されます。フィルムの色、大きな形の位置、そして最後にロゴ自体の細部です。遠目では、ワードマークが読めるように
なるずっと前に、色とレイアウトで荷物を見分けています。フィルムの色とロゴの位置が一貫しているブランドのほうが、袋ごとに違う場所へ凝ったマークを印刷しているブランドよりも早
く認識されるのは、そのためです。

三つの視認シーンでは、それぞれ重視される手がかりが異なります。

輸送中では、荷扱い担当者や仕分けシステムがメーラーを一瞬だけ、しばしば斜めの角度から、ほかの荷物に一部隠れた状態で目にします。この状況で残るのは、はっきりした色
面と、大きくシンプルなマークだけです。
玄関先では、顧客は立った姿勢から、たいていはほかの配送物に混じった荷物を見ます。ブランドカラーと、前面パネルの上半分に置いたマークが、役割の大半を担います。
開封時には、見る人との距離が近く、スマートフォンのカメラはさらに近づきます。細かなディテール、内側の印刷、サブのパターン、袋の開き方が目に入り、共有もされやすく
なります。

NRFのKatherine Cullen氏は、同じ2025年のリリースで、商業的な意義を次のように述べています。「返品はもはや取引の終点ではありません。小売業者が顧客に好まし
い体験を提供する機会となり、ブランドへの愛着につながり得ます。」ポリメーラーのデザインでいえば、外装は、離れた場所にいる第三者にも、手に取る顧客にも、ときには二度、機能し

https://nrf.com/media-center/press-releases/consumers-expected-to-return-nearly-850-billion-in-merchandise-in-2025
https://nrf.com/media-center/press-releases/consumers-expected-to-return-nearly-850-billion-in-merchandise-in-2025
https://www.retailtouchpoints.com/news/nrf-forecasts-nearly-850-billion-in-returns-in-2025-slight-decrease-from-2024/154866/
https://www.investopedia.com/what-really-happens-when-you-make-a-return-11856072


なければならないということです。

ポリメーラーにロゴを配置し、サイズと色を決める方法

ステップ1：何かを配置する前にゾーンを割り付ける

前面と背面の何も入っていないパネルから始め、ロゴを置く前に四つのゾーンを区切ります。

ラベルゾーン： 配送業者のラベルを貼る、平らで明るい無地の長方形。最大のラベルサイズに、斜めに貼られた場合の余白を加えた大きさにします。
ロゴゾーン： 前面の上半分で、ラベルゾーンから離れた位置。袋を平置きにしたとき、目が最初に向かう場所です。
封かん・フラップゾーン： 接着部分と折り線。折ったり押さえたりすると歪むため、重要なアートワークは置かないでください。
背面パネル： サブのブランド表示、繰り返しパターン、SNSのアカウント名、取り扱い上の案内メッセージなど。

ラベルゾーンが重要な理由は、視認性だけではありません。How2Recycleによると、 プラスチックメーラーが米国のStore Drop-offの回収ルートに入れるのは、紙ラベ
ルが完全にはがされている場合に限られます[4]。きれいで平らな無地のラベルパネルがあれば、ラベルをまっすぐ貼りやすくなり、完全にはがしやすくもなります。その位置の下にロゴを印
刷すると、荷物の半数でマークが隠れた状態で出荷されることになります。

同じメーラーを返送にも使う予定なら、返品案内と二つ目のシール用に専用のゾーンが必要です。そのレイアウトは、当社の次のページで解説しています： ブランド出荷と返品しやすさのた
めに作られたカスタム返品対応ポリメーラー.

https://how2recycle.info/frequently-asked-questions/
https://how2recycle.info/frequently-asked-questions/
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-dual-seal-returnable-poly-mailers.html
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-dual-seal-returnable-poly-mailers.html


ステップ2：最も遠くから見る人に合わせてサイズを決め、近くで見る人のために細部を加える

メインのマークは、手元だけでなく玄関先からでも読めなければなりません。実用的な出発点として、最も多く使うサイズで、メインのマークの幅が前面パネル幅の約40–60%を占める
ようにします。幅の約三分の一を下回ると、ロゴはステッカーのように見えがちです。約三分の二を超えると、ラベルゾーンと干渉します。これらの数値は固定ルールではなく、印刷した校
正刷りで確かめる目安として扱ってください。

次に、大きいほうのバージョンから細部を削ります。細い輪郭線、マーク内の小さなタグライン、細かいグラデーションは、ポリエチレンフィルム上でまずつぶれたりぼやけたりする要素で
す。印刷会社にフィルム上の最小線幅と白抜き文字の最小サイズを確認し、どちらも余裕をもって上回るようにデザインしてください。ロゴの詳細版は、背面パネル、内側の印刷、開封時に
見えるフラップなど、近くで見る面のために取っておきます。

ステップ3：フィルムの色とインキの色を一つの判断として扱う

ポリエチレンは半透明の素材なので、フィルムの色によってすべてのインキの見え方が変わります。薄い青の既製メーラーを購入したある購入者は、中身に書かれた太い文字が袋越しに透け
て見えたと述べています。無地のメーラーなら許容できますが、ロゴの背後では気が散ります。明るい色やパステル系のフィルムでは、ブランドカラーを濁らせず中身も隠すために、白やシ
ルバーの内層を備えた不透明な構成が通常は必要です。淡いブランドカラーを選ぶ前に、サプライヤーにフィルム構成を確認してください。

濃色のフィルムはその逆です。中身はよく隠せますが、淡色のインキを印刷して鮮やかさを保つには白の下地が必要になる場合があり、版数とコストに影響します。どちらか一方が安いと決
めつけず、両方の案で見積もりを取ってください。

ステップ4：色数を増やすのではなく、コントラストを使う

認識されるかどうかは、色数ではなく、マークとフィルムの差で決まります。コントラストが強い2色のデザインは、トーンが似た4色のロゴより通常は優れた結果を出します。Webアク
セシビリティのガイドライン（WCAG）は、通常サイズの文字の最小コントラスト比を4.5:1、大きな文字を3:1と定めています。メインのインキとフィルムの間で4.5:1以上を
目指すのは、特に袋上の小さな文字について、社内基準として有用です。グレースケールでもコントラストを確認してください。倉庫の照明やスマートフォンのカメラは色を平坦にしてしま
うため、色相だけに頼る配色は一様なグレーに潰れることがあります。

ステップ5：開封の瞬間をSNSでの共有向けに設計する

開封写真は、たいてい真上から近づいて撮られ、正方形または縦長にトリミングされます。ここで効果的な選択が二つあります。一つ目は、どのトリミングでも残るよう、メインのマークを
中央に配置することです。二つ目は、フィルムの内側にパターン、ブランドカラー、短いお礼のグラフィックなどを入れ、外側を折り返して開いた状態でもブランドが感じられるようにする
ことです。内側の印刷は印刷パスが増えるため、両方のバージョンで見積もりを依頼してください。



フラップ全体に連続するパターンには、実務上の利点もあります。開封して再び接着した場合、リピートの位置が合わなくなり、不正開封に気づきやすくなります。NRFの2025年のレ
ポートでは、 返品全体の約9%が不正返品[5]と推計されています。そのため、開封の形跡が分かるパターンは検討する価値があります。

ステップ6：訴求表現やアイコンをロゴロックアップに含めない

ブランドはよく、ロゴの隣にリサイクルマークやサステナビリティのスローガンを置こうとします。こうした要素は、背面パネルの独立した編集可能なブロックにまとめてください。これら
をめぐるルールは変わり続けています。

How2RecycleのStore Drop-offプログラムは、 米国内、かつ対象となるポリエチレンフィルムに限られています。[6].
2025年4月、GreenBlueは次の変更を発表しました： Store Drop-offラベルから循環矢印（チェイシングアロー）のシンボルが削除されること。[7].
カリフォルニア州のSB 343は、製品と包装に付けるリサイクル可能性の記号や表現を制限しています。対象は、次の日付以降に製造されたものです： 2026年10月4
日[8].
「リユースだから環境にやさしい」というスローガンにもリスクがあります。Park et al.による2024年のライフサイクル研究によると、 集約回収方式の返却型メーラー
が使い捨てメーラーを下回ったのは、影響カテゴリーのうち9カテゴリー（全10カテゴリー）で、40往復した後でも同様でした[9]。主な原因は輸送距離です。

訴求表現がロゴのアートワークに組み込まれていると、規制が変わるたびに全サイズ展開分の版を作り直すことになります。独立したブロックにしておけば、変更するのはそのブロックだけ
で済みます。仕様書の中でリサイクルや法令順守に関する表記をどう扱うかは、当社の製品ページで説明しています。詳しくは次のセクションをご覧ください： 返品対応メーラーのリサイク
ルおよび法令順守に関する訴求表現.

ステップ7：画面ではなく現物の校正刷りで承認する

校正刷りは、顧客が見るのと同じ状態で確認します。床に置いて立った高さから眺め、倉庫の照明下でスマートフォンで撮影し、実際の配送ラベルを貼ってみます。印刷ロット間の色ブレ、
見当ずれ、インキの擦れ落ちは、入稿前確認と受け入れ確認の項目です。これらの確認項目は製品ページに掲載しているため、ここでは繰り返しません。

レイアウトパターンの比較：どのポリメーラーデザインがどこで効果的か
ブランドのポリメーラーの大半は、六つのレイアウトパターンのいずれかを採用しています。表では、三つの視認シーンと、そこから生じる実務上の制約に照らして、それぞれを評価してい
ます。評価はデザイン上の判断であり、ラボでの測定値ではありません。印刷コストはインキの被覆率、色数、印刷パスの数によって変わるため、案ごとに個別に見積もりを取ってください。

https://nrf.com/research/2025-retail-returns-landscape
https://how2recycle.info/about-the-how2recycle-label/store-drop-off-us-only/
https://greenblue.org/2025/04/23/new-sdo-label-design/
https://www.wastedive.com/news/how2recycle-recyclability-label-sb343-mrf-acceptance/803712/
https://www.wastedive.com/news/how2recycle-recyclability-label-sb343-mrf-acceptance/803712/
https://doi.org/10.1111/jiec.13537
https://doi.org/10.1111/jiec.13537
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-dual-seal-returnable-poly-mailers.html
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-dual-seal-returnable-poly-mailers.html


パターン 輸送中 玄関先 開封とSNS ラベルとの干渉リスク サイズ展開への対応 主なコスト要因
ブランドカラーのフィルムに大きなマークを中央
配置 強い 強い 中程度 中：ラベルが中央付近に貼られ

ることが多い 容易 フィルムの色に加えて1–2
色のインキ

上から三分の一にマークを配置し、ラベルパネル
を確保 強い 強い 中程度 低 容易 上と同じ

全面リピートパターン 強い（色とテクス
チャーによる） 強い 強い 高い（ラベル用の窓を空けてお

く場合を除く）
容易（リピートがそのま
ま延長される） 高いインキ被覆率

ブランドカラーの色面に小さなコーナーマーク 強い（色のみによ
る） 中程度 弱〜中程度 低 容易 フィルムの色

水平バンドまたはストライプのシステム 中程度 強い 中程度 低（バンドがラベルゾーンより
上にある場合）

バンドの高さを固定する
ルールが必要 バンド部分のインキ被覆率

外側は最小限にし、内側の印刷で見せる 弱い 弱〜中程度 最も強い 低 容易 内側の追加印刷パス

消費者直販のアパレルブランドの多くにとって、上から三分の一にマークを置き、ラベルパネルを確保するパターンが最も安全な標準案です。SNSでの共有に力を入れるブランドは、これ
に内側の印刷を組み合わせることが多くあります。全面リピートは存在感が最も強い反面、ラベル用の窓を守れる場合にしか成り立ちません。そうでないと、梱包担当者ごとにパターンの異
なる部分を覆ってしまいます。

サイズ展開に対応したブランドポリメーラーのデザイン
ブランドが単一のサイズだけで出荷することはまれで、傾向はサイズの減少ではなく増加に向かっています。Packaging Diveは2026年5月、メーラーのサプライヤーが 適正
サイズ化や消費者による商品返品の容易化を可能にするイノベーション[10]への投資を進めていると報じました。適正サイズ化とは、メーラーをサイズ展開として用意することを意味します。
サイズごとに別々にデザインすると、注文ごとにブランドの見え方が少しずつ変わります。サイズ展開システムは、少数のルールを固定し、それ以外をすべて拡縮に任せることで、これを防
ぎます。

ルール 固定するもの サイズによって変えてよいもの
アンカーポイント パネルに対する比率で表した、上端と中心線を基準としたロゴの位置 インチやミリメートルで表す絶対的な距離
ロゴのスケール パネル幅に対するロゴ幅の割合（最小値と最大値の範囲内） ロゴの絶対サイズ。ごく小さい袋では簡略化したマークを使う
クリアスペース マークの一部（たとえば一つの要素の高さ）で定義した余白 なし。ロゴに合わせて拡大縮小される
ラベルパネル 位置と最小サイズ（使用する最大の配送業者ラベルを基準とする） 大きい袋での追加スペース
カラーの考え方 ロゴのインキはサイズ展開全体で一定 フィルムの色は、商品ライン、シーズン、返送用メーラーの区別に使える
パターン リピートのサイズは一定 パターンは引き伸ばさず、大きいパネルを埋めるように延長する

ロゴのインキを一定にしてフィルムの色だけを変えるのは、複数の商品ラインにわたるカスタムポリメーラーで最も役立つルールです。ブランドは、定番商品には一つのフィルムカラー、限
定ドロップやサブスクリプションの特定ティアには別のフィルムカラーを使っても、マークとその位置が変わらないため、顧客は荷物をすぐに見分けられます。サイズを追加するときの版の
変更も最小限に抑えられます。

システムは両端でテストしてください。最小の袋では、簡略化したマークがそれでも読めるかが分かります。最大の袋では、マークが小さく見えないか、リピートパターンの縮尺を大きくす
る必要がないかが分かります。両端が玄関先でのチェックに合格すれば、その間のサイズもほぼ確実に合格します。

https://www.packagingdive.com/news/packaging-ecommerce-envelope-sustainability-mailers-innovation/820849/
https://www.packagingdive.com/news/packaging-ecommerce-envelope-sustainability-mailers-innovation/820849/


FAQ
FAQ：配送ラベルでロゴが隠れないようにするには、どこに置けばよいですか？

まず、前面の下半分または右下に、平らで明るい無地のラベルパネルを確保し、ロゴは上半分に配置します。どのゾーンがラベルゾーンなのかを梱包チームに伝えてください。きれいなパネ
ルは、紙ラベルを完全にはがしやすくもします。How2Recycleは、プラスチックメーラーがStore Drop-offの回収ルートに入る前にこれを求めています。

FAQ：ポリメーラーのロゴはどのくらいの大きさにすべきですか？

出発点としては、最も多く使うサイズで、メインのマークの幅が前面パネル幅の約40–60%になるようにします。次に、床に置いて立った高さから眺めた校正刷りで確認します。その距
離から識別できなければ、色を足す前に、拡大するか簡略化してください。

FAQ：両面に印刷する価値はありますか？

たいていは、はい。メーラーは、仕分け用のコンテナの中でも玄関先でも、表向きと同じくらい裏向きに置かれます。背面にシンプルなマークやリピートパターンがあれば、どちらの向きで
も荷物を識別できます。背面パネルは、サブのメッセージや訴求表現のブロックを置くのにも適しており、前面をすっきり保てます。

FAQ：ロゴに合うフィルムカラーはどれですか？

メインのインキと強いコントラストを生み、中身を隠せるだけ不透明な色です。淡色やパステル系のフィルムには不透明な内層が必要なことが多く、濃色のフィルムでは淡色インキに白の下
地が必要になる場合があります。グレースケールでコントラストを確認し、決定する前にフィルムとインキの組み合わせごとに見積もりを依頼してください。

FAQ：一つのデザインをすべてのメーラーサイズに使えますか？

一つのシステムなら可能ですが、固定された一つのアートワークでは通常できません。アンカーポイント、幅に対するロゴの比率、クリアスペース、ラベルパネルを固定し、絶対的なサイズ
は拡大縮小に任せます。最小の袋には簡略化したマークを使い、大きい袋ではリピートパターンを引き伸ばさずに延長してください。

FAQ：ロゴの隣にリサイクルマークを置いてもよいですか？

ロゴロックアップには含めないでください。Store Drop-offのラベルでは循環矢印（チェイシングアロー）はもう使われておらず、カリフォルニア州のSB 343は、2026
年10月4日以降に製造される包装でのリサイクル可能性の記号を制限しています。訴求表現は背面パネルの独立したブロックに入れておけば、ブランドのアートワークを描き直さずに更新
できます。表記の文言そのものは、当社の次のページで解説しています： 製品ページ.

https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-dual-seal-returnable-poly-mailers.html


FAQ：カスタムブランドメーラーで内側の印刷は意味がありますか？
開封コンテンツやSNSでの共有に力を入れるブランドにとって最も意味があります。開いた袋もクローズアップ写真でブランドらしさを保てるためです。追加の印刷パスが必要になるため、
より強い外装パターンにする案と見積もりを比較してください。

重要ポイント
一度きりではなく、二度目の移動も想定して設計する。 — オンライン販売の19.3%が2025年に返品される見込みです(出典)
返品を含め、顧客と接するすべての接点がロイヤルティに影響する。 — 不満足な体験の後は再購入しにくくなると答えた買い物客は71%です(出典)
返品はコストが大きいため、梱包は混乱を増やすのではなく減らすものであるべき。 — 平均的な返品にかかる費用は、商品代金の約60%と見積もられています(出典)
きれいなラベルパネルは、ロゴとリサイクル性の両方を守る。 — プラスチックメーラーがStore Drop-offの対象になるのは、紙ラベルが完全にはがされている場合に
限られます(出典)
訴求表現はロゴロックアップに含めない。 — カリフォルニア州のSB 343の遵守期日である2026年10月4日は、リサイクル可能性の記号に適用されます(出典)
「リユースだから環境にやさしい」というスローガンは印刷しない。 — 集約回収方式の返却型メーラーは、影響カテゴリーのうち9カテゴリー（全10カテゴリー）で、40
往復した時点でもスコアが低くなりました(出典)

まとめ：ブランドシステムを組み立ててから、メーラーを仕様化する
認識されやすいロゴ入りカスタムポリメーラーは、順序を守った少数の判断から生まれます。まずゾーン、次に玄関先に合わせたサイズのマーク、続いてコントラストと不透明性を踏まえて
一緒に選ぶフィルムとインキ、最後にすべてのサイズでアンカーポイントを固定するサイズ展開システムです。このシステムが整えば、サイズ、シーズン限定のフィルムカラー、返送用メー
ラーの追加は、デザインのやり直しではなく生産作業になります。

レイアウトが固まったら、次は生産用の仕様に落とし込む段階です。これには、返送用シール、案内表示のレイアウト、アートワークの確認、サンプル承認が含まれます。当社の カスタム返
品対応ポリメーラー のページで、これらの各ステップを順に解説しています。アートワークとサイズ展開の計画をお送りいただければ、サイズ、フィルムカラー、印刷オプションのお見積り
をご案内します。
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